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←バーゼル問題 

          ↑     

指数最小の非正則素数 691 

~1748頃 k=2 ~ 34 の偶ゼータ値を計算． 

§1 はじまり 
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指数最小の 

非正則素数 

← 61    

←ライプニッツの公式 

k=1 ~ 19 の奇L値を計算． 
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§２ ゼータ値と非正則素数 
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関孝和，ヤコブ・ベルヌーイは，B10 までしか示していない． 

そのため，691 は登場しなかった． 
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より詳しくプログラム 

で説明 
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より詳しくプログラム 

で説明 
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§３ Zp-拡大のイデアル類群のp-部分 
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一般ベルヌーイ数から奇指標の不変量を計算できる． 
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いずれも未解決． 

円単数，p進L関数等を用いて，小さな素数 p,  

小さな導手 f に対して調査されている． 
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Kummer-Vandiver予想は正しそうか？ 
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 ↑ 

 2元が局所元のp乗 （λ－≧2） 
 局所元のp2 乗 （ν－≧2） 
 大域元のp乗 （ν＋≧1） 
  

        ↑    ↑ 

指標の個数             

円単数が局所元のp乗 

 （λ－≧1） 
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期待値 

Kummer-Vandiver予想に反例があったとしても，現在の 

計算機では届かない巨大な素数であるのかもしれない． 

except.bmp
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 ↑ 

λ－≧1 

 ↑ 

 λ－≧2 

 ν－≧2 

 ν＋≧1 

  



27 l=p のときは，このような考え方は明らかに誤り．  
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§5 Zl×Zp-拡大のイデアル類群のp-部分 
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以下の n では一定． 
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